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事業評価項目一覧表事 業 名 地域自主戦略交付金 事業主体 奈良県河川･道路名等 （主）桜井吉野線 事業箇所 百市評 価 項 目 及 び 評 価 内 容事業の目的及び必要性□目的・地域観光の活性化 ・走行性、安全性の向上・救急医療活動、迅速な消防活動の支援□必要性・幅員狭小、線形不良の解消 （Ｐ．４～６）事業策定の経緯□当時の状況・吉野側から２車線整備が進められ、新鹿路トンネルも開通し（Ｈ１５）、本工区の整備が急務□着手までの経緯・平成１５年度新鹿路トンネル開通 ・平成１７年度事業着手 （Ｐ．３・４）事業の効果(費用対効果や施策的な効果など)□計画時の効果・地域観光の活性化、走行性、安全性の向上、救急医療および消防活動の支援□現時点の効果・Ｂ／Ｃ＝２．２ （Ｐ．４～６・１３）事業の進捗状況(着手時からの社会経済情勢の変化、事業の問題点、克服度など)□進捗状況・事業進捗率：１４．２％ 用地買収率：１４．５％□執行の遅延及び原因・モミジ・桜の保全のあり方および山側法面の多くの落石源の調査および対策に時間を要した。 （Ｐ．７）事業進捗の見込み□進捗の対策・モミジ・桜の保全および落石対策の課題解決のため、ルート見直しを実施。□進捗の見込み・見直したルートで、地元理解を得ながら事業を進める。 （Ｐ．９～１２・１４）事業の対策・落石対策、モミジ・桜の保全の観点から見直したルートについて、地元理解を得ながら事業を進める。・ルートの見直しのない工区については、先行的に実施し、一定の用地買収できた区間から工事に着手。早期の事業効果発現を図る。 （Ｐ．１４）その他□関係機関等の意向・地元自治会は事業に協力的□関連事業の有無・無



（主）桜井吉野線（百市工区）

平 成 2 4 年 1 1 月

奈 良 県 土 木 部 道 路 建 設 課

平成24年度 第２回 奈良県公共事業評価監視委員会
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１．事業の概要

路線名 主要地方道 桜井吉野線

事業区間 桜井市下居～百市

事業延長 1.40km

構造規格 第3種第3級

設計速度 40km/h

車 線 数 2車線

道路幅員 9.75m

全体事業費 22.5億円（当初32億円）

事業化年度 平成17年度

◆事業箇所

◆事業概要

事業区間
L=1.40km

至吉野町 至吉野町

至宇陀市
至橿原市街

百市
下居

（主）桜井吉野線
談山神社

至 桜井駅

至 吉野町

談山神社

事業区間

L=1.40km

（
主
）
桜
井
吉
野
線

下居

百市

至
明
日
香
村

単位

（mm）

9750

2500 500 75030003000

◆標準断面図
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新鹿路新鹿路新鹿路新鹿路トンネルトンネルトンネルトンネルH15H15H15H15供用供用供用供用

◆地域観光の活性化

２．事業の背景と目的

・ （主）桜井吉野線は桜井市周辺と吉野地域を最短で結ぶルートで

あり、新鹿路トンネル（Ｈ１５供用）等の整備を進めてきた。

・引き続き、未改良区間である本事業の早期の整備が必要

⇒現道の拡幅により、観光バスの走行性向上

⇒周辺の道路とあわせて、吉野山、談山神社、飛鳥、宇陀等の観

光資源を連絡する周遊観光ネットワークを形成

＜地域の道路整備の進展＞

松山地区の町家出典：宇陀松山観光案内HP松山地区の町家出典：宇陀松山観光案内HP
国道370号

桜井明日香吉野線
多武峯見瀬線 ふるさと農道飛

鳥

宇陀

吉野山

桜井吉野線石舞台古墳出典：明日香村HP

吉野山出典：吉野山観光協会HP
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◆走行性・安全性の向上

＜幅員が狭小な事業区間の状況＞

２．事業の背景と目的

・ （主）桜井吉野線は、国道169号、国道370号とともに、中和地域

と吉野地域を連絡する南北幹線であるが、現道は、幅員狭小区

間であり、大型車すれ違い困難、歩道未整備など、円滑な通行

面及び安全面に課題を有している。

⇒現道の拡幅により、幅員狭小区間の危険なすれ違いが減少

⇒バスや救急車両、大型車両の走行性が向上
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◆救急医療活動、迅速な消防活動の支援

２．事業の背景と目的

・すれ違い困難が解消され、救急車や消防車の救急病院や現場

への到着時間が短縮し、救急医療活動、迅速な消防活動を支援

する。

＜百市から県立医科大附属病院までの所要時間の短縮＞＜桜井市救急車搬送人員の推移＞

資料： 消防統計（桜井市消防本部） 資料： 平成22年道路交通センサス158158158158 201201201201 264264264264 2682682682682387238723872387 2377237723772377 2482248224822482 2459245924592459050010001500200025003000
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３

死亡・重傷者 その他（人） 37373737....8888分分分分33333333....6666分分分分
0分 10分 20分 30分 40分未整備整備 4444....2222分短縮分短縮分短縮分短縮

＜桜井市消防本部桜井分遣所から百市までの所要時間の短縮＞＜桜井市火災等件数の推移＞

資料： 消防統計（桜井市消防本部） 資料： 平成22年道路交通センサス1111 1111 3333 333325252525 30303030 37373737 2929292901020
304050

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３
沿線地域 その他（件） 11111111....7777分分分分9999....6666分分分分

0分 5分 10分 15分未整備整備 2222....1111分短縮分短縮分短縮分短縮
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・平成17年度に事業着手

・これまで、地域資源であるモミジ・桜の保全のあり方および山側法

面に存在する多くの落石源の調査・対策の検討に時間を要した。

・これらの影響のない箇所については、平成２２年度より用地買収

に着手

３．事業の経過及び進捗

平成17年度 事業着手

平成19年度 モミジ・桜の保全のあり方を検討

平成21年度 山側法面に落石源が判明

平成22年度 用地買収着手（１工区） 落石源調査実施

平成23・24年度 ルート見直し

◇用地買収 進捗率14.5％

◇事業全体 進捗率14.2％ ※平成24年9月現在
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当初ルートの問題点

４．ルートの見直し

２工区

切土斜面周辺に転石群が多数存在することが判明

大規模法面工事となる。 ⇒工事中の迂回路の確保が必要

４工区

大規模法面工事となる。 ⇒工事中の迂回路の確保が必要

６・７工区

モミジ・桜群（計５４本）の伐採が必要

１工区 ２２２２工区工区工区工区 ３工区 ４４４４工区工区工区工区 ５工区 ６６６６工区工区工区工区 ７７７７工区工区工区工区転石群転石群転石群転石群
モミジモミジモミジモミジ・・・・桜群桜群桜群桜群

段階的な供用が可能で、早期の事業効果発現が期待できる

現道拡幅ルートを設定
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◆ルートの再検討（２工区）

４．ルートの見直し

・長大法面・落石、転石

検討前ルートにおける課題
法線法線法線法線をををを川側川側川側川側のののの平地平地平地平地へへへへ振振振振りりりり、、、、大規模法面工事大規模法面工事大規模法面工事大規模法面工事をををを

回避回避回避回避。。。。

工費工費工費工費：：：：約約約約2.5億円億円億円億円⇒⇒⇒⇒約約約約0.8億円億円億円億円

工期工期工期工期：：：：約約約約1年年年年⇒⇒⇒⇒約約約約8ヶヶヶヶ月月月月

凡 例

：検討前ルート

：検討後ルート
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◆ルートの再検討（４工区）

４．ルートの見直し

・長大法面・落石、転石 ・長大法面

法線法線法線法線をををを川側川側川側川側のののの平地平地平地平地へへへへ振振振振りりりり、、、、大規模大規模大規模大規模

法面工事法面工事法面工事法面工事をををを回避回避回避回避

工費工費工費工費：：：：約約約約12億円億円億円億円⇒⇒⇒⇒約約約約5億円億円億円億円

工期工期工期工期：：：：約約約約2年年年年⇒⇒⇒⇒約約約約8ヶヶヶヶ月月月月

凡 例

：検討前ルート

：検討後ルート検討前ルートにおける課題
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◆ルートの再検討（６工区）

４．ルートの見直し

モミジ伐採
用地買収済み

ルートルートルートルートをををを対岸対岸対岸対岸へへへへ振振振振りりりり、、、、モミジモミジモミジモミジ、、、、桜桜桜桜をををを残残残残すすすす

橋梁工事橋梁工事橋梁工事橋梁工事がががが必要必要必要必要

河川河川河川河川のののの付替工事付替工事付替工事付替工事がががが最小限最小限最小限最小限となるとなるとなるとなる。。。。

工費工費工費工費：：：：約約約約4億円億円億円億円⇒⇒⇒⇒約約約約3.4億円億円億円億円

工期工期工期工期：：：：約約約約5年年年年⇒⇒⇒⇒約約約約2年年年年4ヶヶヶヶ月月月月

検討前ルートにおける課題
凡 例

：検討前ルート

：検討後ルート
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◆ルートの再検討（７工区）

４．ルートの見直し

凡 例

：検討前ルート

：検討後ルート

モミジ伐採モミジ伐採

ルートルートルートルートをををを対岸対岸対岸対岸へへへへ振振振振りりりり、、、、モミジモミジモミジモミジ、、、、桜桜桜桜をををを残残残残すすすす

橋梁工事橋梁工事橋梁工事橋梁工事がががが必要必要必要必要

河川河川河川河川のののの付替工事付替工事付替工事付替工事がががが最小限最小限最小限最小限となるとなるとなるとなる。。。。

工費工費工費工費：：：：約約約約2.4億円億円億円億円⇒⇒⇒⇒約約約約2.2億円億円億円億円

工期工期工期工期：：：：約約約約4年年年年8ヶヶヶヶ月月月月⇒⇒⇒⇒約約約約1年年年年4ヶヶヶヶ月月月月検討前ルートにおける課題
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５．事業の費用対効果（ルート見直し後）

◆費用便益分析結果

◆便益（Ｂ）の内訳

◆計画交通量と事業費

23億円

4,300台/日

32億円事業費

4,300台/日計画交通量

Ｂ／Ｃ＝2.7

Ｂ／Ｃ＝2.2

B／C＝1.9残事業

B／C＝1.6事業全体

39億円

走行時間

短縮便益

3億円

走行経費

減少便益

1億円事業全体

交通事故

減少便益

注） B、Cは、評価時（平成24年度）の価値に換算している。

ルート見直し前

ルート見直し前
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６．今後の方針（案）

◆方針（案）

・吉野・飛鳥・宇陀等の観光周遊ネットワークとしての事業効果を早

期に発現させることが必要。

・見直したルートにより、これまでの課題解決が図られ、地元理解を

得ながら事業進捗を図る。

・ルート見直しにより、コスト縮減および工期短縮を図る。

・ルート見直しの影響のない区間については、地元説明会を実施し

ており、先行的に用地買収を実施し、一定の用地確保ができた区

間から平成２４年度より工事着手し、部分的にでも事業効果の発

現を図る。

⇒以上の視点から、事業継続が妥当と判断

◆コスト縮減

・ルート変更により、法面工・迂回路設置工のコストを縮減する。

⇒縮減額 ９００百万円




